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新
し
い
苫
小
牧
市
総
合
計
画
に
つ
い
て

新
し
い
苫
小
牧
市
総
合
計
画
に
つ
い
て

　
総
合
計
画
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
苫
小
牧

市
を
ど
の
よ
う
な
ま
ち
に
し
て
い
く
か
と

い
う
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
長
期
的
な
目
標

や
基
本
的
な
考
え
方
を
示
す
、
市
に
と
っ

て
基
本
と
な
る
一
番
大
切
な
計
画
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
続
け
た
い
と
思
う

ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
に
、
何
を
す
る
べ

き
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す

　
現
行
の
総
合
計
画
の
計
画
期
間
が
平
成

29
年
度
に
終
わ
る
た
め
、
平
成
30
年
度
以

降
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、
新
し

い
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す

　
総
合
計
画
は
、
市
が
目
指
す
理
想
の
都

市
や
施
策
の
方
向
を
示
す
「
基
本
構
想
」

と
、
基
本
構
想
の
実
現
を
図
る
た
め
に
定

め
る
「
基
本
計
画
」、
基
本
計
画
の
実
施

に
関
す
る
「
実
施
計
画
」
の
三
層
構
造
に

な
っ
て
い
ま
す
。
時
代
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
、
三
層
を
長
期
・
中
期
・
短
期
の

期
間
で
段
階
的
に
体
系
化
し
て
い
ま
す

　
市
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
、
国
際
競

争
の
激
化
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の

同
時
進
行
、
産
業
の
担
い
手
不
足
な
ど
、

絶
え
ず
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
時

代
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、
市

民
自
治
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
原
則
の
下
、

各
分
野
で
何
に
取
り
組
む
か
を
検
討
し
、

作
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
総
合
計
画
で
す

　
市
は
、
人
間
を
主
体
と
し
た
、
公
害
の

な
い
、
健
康
で
安
全
な
都
市
環
境
の
創
造

時
代
に
対
応
し
た
計
画
づ
く
り

〈
人
口
減
少
を
背
景
と
し
た
計
画
づ
く
り
〉

　
平
成
25
年
を
ピ
ー
ク
に
市
が
人
口
減
少

を
目
指
し
、
昭
和
48
年
に
人
間
環
境
都
市

宣
言
を
行
い
、
理
想
の
都
市
像
を
「
人
間

環
境
都
市
」
と
し
た
基
本
構
想
を
策
定
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、「
人
間
環
境
都
市
」

を
継
承
し
、
昭
和
63
年
に
は
、
21
世
紀
初

頭
を
目
標
と
し
て
、
産
業
構
造
や
価
値
観

の
変
化
に
対
応
し
た
基
本
構
想
の
改
定
を

行
い
ま
し
た
。
平
成
19
年
に
は
、
平
成
29

年
度
を
目
標
と
し
て
、
近
い
将
来
到
来
す

る
人
口
減
少
時
代
を
想
定
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
転
換
す
る
た
め
、
基
本
構
想
を
改
定

し
ま
し
た

　
現
在
、
こ
の
基
本
構
想
に
基
づ
く
、
第

5
次
基
本
計
画
改
定
版
と
実
施
計
画
に
沿

っ
て
、
市
政
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
進

め
て
い
ま
す

総合計画の体系図

●基本構想：市が目指す理想の都市
　や市政を、総合的かつ計画的に推
　進するための施策の方向を明らか
　にするもの
●基本計画：基本構想で示す市の理
　想の都市を実現するために、まち
　づくりの総合的な指針とするもの
●実施計画：基本計画に基づき実施
　する事業を具体的に明らかにする
　もの

基本構想
（10年）

基本計画
（5年）

実施計画
（2・3年）

総合計画（基本構想）策定の経緯

新しい
総合計画

今までの
総合計画

保健
医療
福祉

自治体
運営

産業

都市
基盤

自然
環境

教育
文化

市民自治・市民参加

・国際競争の激化
・人口減少、少子
　高齢化
・産業の担い手
　不足
・市の財政状況の
　変化

基本構想の内容

昭和60年代

21世紀初頭

平成29年度

35万人

おおむね
25万人

おおむね
17万人

目標時期 理想の都市 人口の想定

平成39年度
（2027年度）

おおむね
16万人台後半

人間環境都市
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